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ホルムアルデヒ 繊維製品のうち 左に掲げる家庭用品は、次の試験法による試験に適合

ド 、おしめ、おし しなければならない。

めカバー、よだ １ 試験溶液の調製

れ掛け、下着、 身体と接触する繊維の部分を細かく切つたものを試

寝衣、手袋、靴 料とし、その２ ５０ｇを２００ の共栓フラスコに. ml

下、中衣、外衣 正確に量り採り、精製水１００ を正確に加えた後、ml

、帽子、寝具で 密栓し、４０℃の水浴中で時々振り混ぜながら１時間

あつて、出生後 抽出する。次に、この液をガラスろ過器（日本工業規

２４月以内の乳 格のガラスろ過器（細孔記号Ｇ２）に適合するもの）

幼児用のもの を用いて温時ろ過し、これを試験溶液とする。

２ 試験

試験溶液及びホルムアルデヒド標準液を正確にそれ
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ぞれ５ ０ 採り、それぞれにアセチルアセトン試液. ml

５ ０ を加えて振り混ぜ、４０℃の水浴中で３０分. ml

間加温し、３０分間放置した後、それぞれについて精

製水５ ０ にアセチルアセトン試液５ ０ を加えて. ml . ml

同 様 に 操 作 し た も の を 対 照 と し て 、層長１ でcm

４１２～４１５ における吸収の極大波長で吸光度nm

Ａ及び を測定する。別に試験溶液５ ０ を採り、A . mls

アセチルアセトン試液の代わりに精製水を用いて同様

sに操作した後、精製水を対照として、吸光度Ａ及びA

を測定した場合と同じ波長における吸光度 を測定すAo

る。このとき、 － の値は０ ０５以下、または次式A A .o

により計算する試料１ｇについてのホルムアルデヒド

溶出量は１６μｇ以下でなければならない。



3

試料１ｇについてのホルムアルデヒド溶出量（μｇ

Ａ－ １Ao

）＝Ｋ× ×１００×
試料採取量（ｇ）A s

ただし、Ｋ：ホルムアルデヒド標準液の濃度（μｇ

／ ）ml

３ 確認試験

２ 試験において、 － の値が０ ０５を超えたとA A .o

き、又はホルムアルデヒドの溶出量が１６μｇを超え

たときは、次の()または()のいずれかの試験により、1 2

吸光度 、 及び を測定した波長における吸収がホA A Ao s

ルムアルデヒドによるものであることを確認しなけれ

ばならない。

() ジメドン法1
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試験溶液５ ０ を共栓試験管に採り、ジメドン. ml

・エタノール溶液１ ０ を加えて振り混ぜ、４０. ml

℃の水浴中で１０分間加温し、更にアセチルアセト

ン試液５ ０ を加えて振り混ぜ、４０℃の水浴中. ml

で３０分間加温し、３０分間放置した後、試験溶液

の代わりに精製水５ ０ を用いて同様に操作した. ml

ものを対照として吸収スペクトルを測定するとき、

波長４１２～４１５ において、吸光度Ａ及び をnm Ao

測定した場合と同様の吸収スペクトルを示してはな

らない。

() 高速液体クロマトグラフ法2

２ 試験によつて得られた試験溶液とアセチルア

セトン試液との反応液及びホルムアルデヒド標準液
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と ア セ チ ル ア セ ト ン 試 液 と の 反 応 液 を そ れ ぞ れ

１μｌ採り、次の操作条件で試験を行う。試験溶液

とアセチルアセトン試液との反応液のクロマトグラ

ム上にホルムアルデヒド―アセチルアセトン反応生

成物の保持時間と一致する保持時間を持つピークが

ある場合には、そのピーク面積が、ホルムアルデヒ

ド標準液とアセチルアセトン試液との反応液で相当

するピークの面積を超えてはならない。

操作条件

カラム管 内径４ ６ 、長さ１５０ のステ. mm mm

ンレス管を用いる。

カラム充てん剤 粒径５μｍのオクタデシルシリ

ル化シリカゲル
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カラム温度 ３５℃

検出器 紫外可視検出器

nm検出波長 ４１２～４１５

移動相 アセトニトリル・精製水（１５：８５～

２０：８０）

. ml流速 毎分１ ０

４ 試薬、標準液等

() 精製水1

日本薬局方精製水を用いる。

( ) ホルムアルデヒド標準液2

ア ホルマリンの標定

ホルマリン（日本薬局方ホルマリン）約１ｇを

精製水を入れたはかりびんで精密に量り、精製水
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を加えて正確に１００ とする。その１０ を正ml ml

確に量り採り、０ ０５ ／ｌヨウ素液（日本薬. mol

局方定量分析用標準液）５０ を正確に加え、更ml

に１ ／ｌ水酸化カリウム液（日本薬局方定量mol

分析用標準液）２０ を加えた後、１５分間常温ml

で放置する。更に希硫酸（日本薬局方試薬）１５

を加え、過剰のヨウ素を０ １ ／ｌチオ硫酸ml . mol

ナトリウム液（日本薬局方定量分析用標準液）で

滴定する（指示薬：日本薬局方デンプン試液）。

別に精製水１０ を用いて同様の方法で空試験をml

行う。

ホルマリン中のホルムアルデヒド含有量Ｃ（％

）は次式により求める。
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（ －Ｖ）ＦVo

Ｃ（％）＝１ ５０１３×.
１０００

１００ １
× ×―×１００
１０ Ｗ

ただし、 ：空試験における０ １ ／ｌチオV . molo

硫酸ナトリウム液の滴定量（ ）ml

：本試験における０ １ ／ｌチオ硫酸ナトV . mol

リウム液の滴定量（ ）ml

Ｆ：０ １ ／ｌチオ硫酸ナトリウム液の力価. mol

Ｗ：ホルマリンの採取量（ｇ）

イ ホルムアルデヒド標準液の調製

ホルマリン（日本薬局方ホルマリン）４００／

mlＣｇを正確に量り採り、精製水を加えて１００

とする。この溶液を用いて、１０ を正確に採りml
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、精製水で１０倍量に希釈する操作を５回繰り返

してホルムアルデヒド標準液とする。ホルムアル

デヒド標準液１ ＝０ ４μｇＨＣＨＯml .

() アセチルアセトン試液3

酢酸アンモニウム（日本工業規格試薬特級）

１５０ｇに適量の精製水を加えて溶かし、氷酢酸（

日本工業規格試薬特級）３ 及びアセチルアセトンml

（日本工業規格試薬特級）２ を加え、更に精製水ml

を加えて１ ０００ としたものを用いる。用時調, ml

製する。

() ジメドン・エタノール溶液4

ジメドン（日本工業規格試薬特級）１ｇにエタノ

ール（日本薬局方エタノール）を加えて溶かし、
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１００ としたものを用いる。用時調製する。ml

繊維製品のうち 左に掲げる家庭用品は、次の試験法による試験に適合

、下着、寝衣、 しなければならない。

手袋及び靴下（ １ 試験溶液の調製

出生後２４月以 () 繊維製品の場合1

内の乳幼児用の 身体と接触する繊維の部分を細かく切つたものを

ものを除く。） 試料とし、その約１ｇを２００ の共栓フラスコにml

並びに足袋、か 精密に量り採り、精製水１００ を正確に加えた後ml

つら、付けまつ 、密栓し、４０℃の水浴中で時々振り混ぜながら

げ、付けひげ又 １時間抽出する。次に、この液をガラスろ過器（日

は靴下止めに使 本工業規格のガラスろ過器（細孔記号Ｇ２）に適合

用される接着剤 するもの）を用いて温時ろ過し、試験溶液とする。
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() 接着剤の場合2

試料約２ｇを水蒸気蒸留装置のフラスコに精密に

量り採り、精製水５０ 及びリン酸溶液３ を加えml ml

た後、受器に精製水１０～２０ を入れ冷却器のアml

ダプターが精製水に浸るようにして水蒸気蒸留を行

う。留液が１９０ になつたとき、蒸留をやめ、精ml

製水を加えて正確に２００ とし、試験溶液とするml

。

２ 試験

試験溶液及びホルムアルデヒド標準液を正確にそれ

ぞれ５ ０ 採り、それぞれにアセチルアセトン試液. ml

５ ０ を加えて振り混ぜ、４０℃の水浴中で３０分. ml

間加温し、３０分間放置した後、それぞれについて精
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製水５ ０ にアセチルアセトン試液５ ０ を加えて. ml . ml

同様に操作したものを対照として、４１２～４１５

における吸収の極大波長で吸光度Ａ及び を測定nm A s

する。別に試験溶液５ ０ を採り、アセチルアセト. ml

ン試液の代わりに精製水５ ０ を加えて同様に操作. ml

した後、精製水を対照として、吸光度Ａ及び を測定A s

した場合と同じ波長で吸光度 を測定する。このときAo

、次式により計算する試料１ｇについてのホルムアル

デヒド溶出量は７５μｇ以下でなければならない。

試料１ｇについてのホルムアルデヒド溶出量（μｇ

Ａ－ １Ao

）＝Ｋ× ×Ｅ×
試料採取量（ｇ）A s

ただし、Ｋ：ホルムアルデヒド標準液の濃度（μｇ
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／ ）ml

Ｅ：繊維製品にあつては１００とし、接着剤にあつ

ては２００とする。

ただし、ホルムアルデヒドの溶出量が７５μｇを超

えたときは、次の試験により、吸光度Ａ及び を測定A s

した波長における吸収がホルムアルデヒドによるもの

であることを確認しなければならない。

試験溶液５ ０ を共栓試験管に採り、ジメドン・. ml

エタノール溶液１ ０ を加えて振り混ぜ、４０℃の. ml

水浴中で１０分間加温し、更にアセチルアセトン試液

５ ０ を加えて振り混ぜ、４０℃の水浴中で３０分. ml

間加温し、３０分間放置した後、試験溶液の代わりに

精製水５ ０ を用いて同様に操作したものを対照と. ml
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して吸収スペクトル測定するとき、波長４１２～

４１５ において、吸光度Ａ及び を測定した場合nm A s

と同様の吸収スペクトルを示してはならない。

３ 試薬、標準液等

() 精製水1

日本薬局方精製水を用いる。

() リン酸溶液2

リン酸（日本工業規格試薬特級）５ｇを採り、精

製水を加えて２５ としたものを用いる。ml

() ホルムアルデヒド標準液3

ア ホルマリンの標定

ホルマリン（日本薬局方ホルマリン）約１ｇを

精製水を入れたはかりびんで精密に量り、精製水
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を加えて正確に１００ とする。その１０ を正ml ml

確に量り採り、０ ０５ ／ｌヨウ素液（日本薬. mol

局方定量分析用標準液）５０ を正確に加え、更ml

に１ ／ｌ水酸化カリウム液（日本薬局方定量mol

分析用標準液）２０ を加えた後、１５分間常温ml

で放置する。更に希硫酸（日本薬局方試薬）１５

を加え、過剰のヨウ素を０ １ ／ｌチオ硫酸ml . mol

ナトリウム液（日本薬局方定量分析用標準液）で

滴定する（指示薬：日本薬局方デンプン試液）。

別に精製水１０ を用いて同様の方法で空試験をml

行う。

ホルマリン中のホルムアルデヒド含有量Ｃ（％

）は次式により求める。
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（ －Ｖ）ＦVo

Ｃ（％）＝１ ５０１３×.
１０００

１００ １
× ×―×１００
１０ Ｗ

ただし、 ：空試験における０ １ ／ｌチオV . molo

硫酸ナトリウム液の滴定量（ ）ml

：本試験における０ １ ／ｌチオ硫酸ナトV . mol

リウム液の滴定量（ ）ml

Ｆ：０ １ ／ｌチオ硫酸ナトリウム液の力価. mol

Ｗ：ホルマリンの採取量（ｇ）

イ ホルムアルデヒド標準液の調製

ホルマリン（日本薬局方ホルマリン）４００／

mlＣｇを正確に量り採り、精製水を加えて１００

とする。この溶液を用いて、１０ を正確に採りml
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、精製水で１０倍量に希釈する操作を５回繰り返

してホルムアルデヒド標準液とする。ホルムアル

デヒド標準液１ ＝４μｇＨＣＨＯml

() アセチルアセトン試液4

酢 酸 ア ン モ ニ ウ ム （ 日 本 工 業 規 格 試 薬 特 級 ）

１５０ｇに適量の精製水を加えて溶かし、氷酢酸（

日本工業規格試薬特級）３ 及びアセチルアセトンml

（日本工業規格試薬特級）２ を加え、更に精製水ml

を加えて１ ０００ としたものを用いる。用時調, ml

製する。

() ジメドン・エタノール溶液5

ジメドン（日本工業規格試薬特級）１ｇにエタノ

ール（日本薬局方エタノール）を加えて溶かし、
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１００ としたものを用いる。用時調製する。ml


